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内容

（１）はじめに

（２）日本の少子高齢化の実態と課題を考える

（３）健生財団の現状・課題・経営方針について

（４）おわりに
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はじめに

皆さん こんにちは 常務理事の松浦です。

本日は、財団設立３０周年記念「第２８回アドバイザー全国大会」に参加頂きま
して誠に有難うございます。今年は北海道から九州まで全国各地から２５０名を
超える皆さんがオンラインで“つながっています”。

今回の大会テーマは【人生１００年時代、いのち輝く未来の創造に挑戦しよう】
としました。少子高齢化が進む中、高齢者世代の就労や社会的活動に対する期待
がますます高まっています。本日の前半は、辻理事長より「人生１００年時代に
おける“健康生きがい”について」と題した講話を頂きます。その後、“財団設立
３０年の歩み”を皆さんと振り返ります。後半は、「人生１００年時代に期待さ
れるアドバイザー活動」と「８０歳からの生き方研究会」の二つのシンポジウム
というプログラムで進め、最後に國松副理事長より全体講評を頂きます。

本日のプログラムを通して、人生１００年時代、多様化する地域社会のニーズや
期待に積極的に応えるべく、これからの健康生きがいづくり活動にいかに取り組
んで行くかにつき、皆さんと一緒に考える機会の第一歩となれば幸いです。

ここからは、日本の少子高齢化の実態と課題、健康生きがい財団の現状・課題・
経営方針について説明いたします。
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出典（FACTFULNESS 2019.1 日経BP社）

世界の長寿・豊かな国は（世界保健チャート）＊日本は幸福な国？
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84

40,000

赤の実線・破線を追記（松浦）

【２０１７年】
平均所得
平均寿命

＊www.gapminder.org
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令和３年度 高齢社会白書

60年間＋4,395
人口ボーナス

55年間▲3,998
人口オーナス

１９５０年 ２０６５年

２０２０年

8,411 8,808
健生財団３０年

12,806

2010

28.8%

12,571

2.1

3,619

1,500

団塊世代
1947-1949



超高齢社会日本の抱える課題・問題 ⇒ コロナ後に如何に取り組むのか？

平均年収の横這い 国の債務残高増加 国際競争力低下 年金問題

社会保障費増大 ２０２５年問題（団塊世代） 働き方改革 健康寿命延伸

地域包括ケアシステム 老老介護問題 認知症・フレイル（虚弱）予防問題

アベノミックス 地方創生 デジタル化時代 人生１００年時代 等々・・・・

【ニッポン一億総活躍プラン（２０１６年６月）安倍内閣閣議決定】

成長と分配の好循環 ⇒ 目標GDP ６００兆円

＊２０２０年～新型コロナウイルス感染問題の発生 現在も続くコロナ禍
＊ウィズコロナ～ポストコロナ社会へ移行⇒経済回復、感染予防の両立

【少子高齢化時代の持続可能な社会・経済システムの構築】
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少子高齢化＋日本経済の長期停滞（失われた２０年＋）
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健康生きがいづくりアドバイザーの使命と役割（アドバイザー資格認定研修）

【アドバイザーとして社会活動や事業に取組む際に意識して欲しいKey Words】

〇明るく楽しくポジティブ思考 〇 チャレンジ精神 〇ネットワーク（仲間、つながり）活用

〇全ての世代がWell-being（いのち輝く）な社会づくり 〇健康生きがいづくりの“伝道師”

〇ライフ・シフト思考 〇プロ・ボノ活動 〇地域社会改革のリーダー 〇生きがい就労

・“全ての世代”のために“健康・幸福で生きがいのある地域社会づくり”を目指す！

・生涯現役の精神で“生きがい就労”に取組み個人のＱＯＬ向上と社会貢献を目指す！

・多様な経験・知識・つながりを活かし“新しい健康生きがいづくり活動”を目指す！

・社会関係資本（つながり、きずな）構築のリーダー役（Social Innovator）を目指す！

【全ての世代が健康・幸福・生きがいのある“いのち輝く未来社会”の創生】



【健康・生きがい開発財団の現状・課題・経営方針】

（１）現状（２０２１年３月）

➀ＡＤ資格認定者延数 （６，０００名）

②財団名簿登録ＡＤ数 （３，８００名）

③ＡＤ平均年齢 （７２歳）

⑤全国の協議会数 （３６・・法人化１２）

＊２０２１年６月（１９９１年の設立から３０年） ⇒

（２）課題・解決方針⇒

➀登録会員減少⇒財団・協議会運営、世代交代への影響⇒AD拡大の推進

➁ＡＤの高齢化⇒活動低下・休止、協議会解散⇒協議会の世代交代と活性化

（３）経営方針

①新５か年計画（２０１８～２０２２年）推進⇒経営基盤安定化と財団の将来構想

②主要３事業（AＤ養成、フレイル予防、１００歳大学普及）推進と新規事業開発

③協議会の運営基盤強化（世代交代、連携・ネットワーク強化、収益事業導入）
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財団３０年の歩み

シンポジウム１：人生１００年時代に期待されるＡＤ



主要事業【ＡＤ養成事業】

（１）中高年齢者の健康生きがいづくりを支援

する人材養成のための研修・資格認定事業

（２）ＡＤ養成事業の再構築を推進中

（新５か年計画におけるＡＤ拡大計画案）

①新テキスト発行（２０１９年後半から使用）

②養成講座・認定研修制度改定

（履修時間短縮、受講料引下げ、ＰＲ強化）

＊Ｗｅｂ認定研修（２０２０年１０月～開始）

③通信講座・課程（産能大学）、eラーニング

＊受講者増加策（ＰＲ強化、認定研修Ｗｅｂ化）

④フォローアップ・スキルアップ研修（２０２１年）

＊ＡＤ登録１年以内の者、四半期、無料、Web講義

⑤協議会の養成講座・認定研修（Web）推進

＊協議会ＡＤの世代交代・活動強化

⑥新しい事業活動や後期高齢世代向け講座検討

＊生きがい就労講座 【８０歳からの生き方研究会】
2021/11/13 】一般財団法人健康・生きがい開発財団 9



新規ＡＤ登録者対象のフォローアップ・スキルアップ研修

【２０２１年度カリキュラム】
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【受講のフロー】

養成講座
（協議会）

通信講座・
課程

（産能大）

eラーニング

認定研修
（対面）

認定研修
（Web）

ＡＤ資格登録（１年以内）の希望者（無料）
先々希望するＡＤの受講機会を設ける方針

フォローアップ
研修（Web）１日
・講義
・自己学習
・発表
・講評

スキルアップ
研修（Web）１日
・講義
・自己学習
・発表
・講評



生きがい就労講座（川崎市） 神奈川健生協議会＋財団本部の共同企画
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吉田副理事長 ⇑ 講座風景 ⇓



主要事業【フレイル予防事業】

（１）少子高齢化社会⇒【救国の策】（辻理事長）

・フレイル（虚弱）予防を国民運動として展開する

・健康寿命の延伸⇒医療・介護費用の抑制に貢献する

・地域包括ケアシステム確立支援（コーディネーター）

（２）ＡＤの健康・生きがいづくり活動として地域貢献

・全国市区町村へのフレイルチェック啓発と導入支援

・フレイルトレーナー・サポーターとしての指導的役割

・協議会の新しい活動として積極的な取組を期待

（３）健生財団の方針（新５か年計画の主力事業）

・事業拡大を目指し財団・協議会・ＡＤ一体で取組む

・東大（ＩＯＧ）との連携による全国自治体への普及支援

・ＡＤ・協議会の自治体（行政）との協働事業基盤づくり
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【コロナ共存＆コロナ後のフレイル予防】
国家戦略（３つの守る）

＊健康・健全な地域社会（フレイル予防を軸とした
まちづくり再構築）
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【感染予防】
↓

高齢者「正しく恐れ
る、賢く恐れる」

【フレイル予防】
↓

生活不活発
食生活の偏り
社会性の低下

三蜜配慮
↓

地域活動の再開
地域の絆を戻す

東京大学高齢社会
総合研究機構
飯島機構長



全国に広がる「高齢市民主体のフレイルチェック活動」
【東京大学IOG 神谷学術専門職員（健生財団理事）提供資料に追記）

２３都道府県７３市町村
↓

２１都道府県８０市町村
（令和３年１２月末）

令和３年３月末までの導入自治体

【秋田県(1)】
・鹿角市
・秋田市

【新潟県(1)】
・新潟市

【石川県(1)】
・金沢市

【福井県(17)】
・坂井市 ・福井市
・あらわ市 ・小浜市
・鯖江市 ・勝山市
・池田町 ・越前市
・永平寺町 ・南越前町
・越前町 ・若狭町
・美浜町 ・敦賀市
・大野市 ・高浜町
・おおい町

【千葉県(3)】
・柏市
・市原市
・茂原市

【山梨県(2)】
・笛吹市
・北杜市

【静岡県(2)】
・静岡市
・沼津市

【岐阜県(3)】
・輪之内町
・安八町
・神戸町

【沖縄県(1)】
・北中城村

【兵庫県(2)】
・神戸市
・尼崎市

【福岡県(3)】
・飯塚市
・上毛市
・嘉麻市

【鳥取県(1)】
・境港市

【富山県(2)】
・朝日町
・南砺市

【和歌山県(2)】
・紀の川市 岩出市
・かつらぎ町

【徳島県(3)】
・那賀町
・三好市
・藍住町
＊小松島市

【高知県(1)】
・仁淀川町
・南国市

【令和２～３年度導入検討・予定自治体】

・北海道北斗市（検討）

・秋田県秋田市（予定）

・宮城県七ケ浜町（検討）

・茨城県鉾田市（検討）

・千葉県富津市（予定）

・群馬県（館林市予定）

・山梨県(南アルプス市、忍野村）（予定）

・滋賀県湖南市（検討）

・三重県東員町、鈴鹿市（検討）

・和歌山県海南市、田辺市（予定）

岩出市（検討）

・広島県福山市

・高知県５市（検討）

【長野県(1)】
・川上村

【埼玉県⑷】
・八潮市
・富士見市
・鶴ヶ島市
・志木市

【神奈川県(13)】
・茅ヶ崎市
・小田原市
・厚木市
・座間市
・逗子市
・藤沢市

・三浦市
・湯河原町
・横須賀市
・平塚市
・中井町
・秦野市
・海老名市

【東京都(8)】
・西東京市
・国立市
・江戸川区
・文京区

・板橋区
・豊島区
・杉並区
・東村山市

赤字⇒財団ＦＣ資材供給実績市町村

広島県（１）
＊福山市

*市区町村数 1,741 (2020.10.1)
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財団・協議会・ＡＤのフレイル予防事業への取組み状況
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市町村 協議会 ＡＤ 財団本部

北海道札幌市 予防セミナー開催 市民への啓発活動 ー

千葉県柏市 ー ＦＳ活動（数名） データ電子化受託

神奈川県
１３市町

神奈川県連携
１３市町研修支援

・上級ＦＴ（江口ＡＤ）
東日本地域ＦＳ研修講師
ＦＳ（３０名）

データ電子化受託
（一部市町）

山梨県笛吹市 予防セミナー開催 ＦＳ活動 資材供給

新潟市 研修～FC活動主導 ＦＳ活動（２０名） ＦＣ資材供給

和歌山県
紀の川市など

啓発活動支援 ・上級ＦＴ（谷口ＡＤ）
西日本地域ＦＳ研修講師

データ電子化受託

徳島県那賀町
など

啓発活動支援
那賀町導入支援

市民への啓発活動
勉強会など

データ電子化受託

福岡県飯塚市 啓発活動支援 勉強会など データ電子化受託

【東大IOG飯島先生・フレイルチーム】
・フレイル予防研究、ＦＣプログラム開発
・啓発活動（自治体、政府、メディアなど）
・ＦＴ・ＦＳ育成 ・国民運動へ展開など

市町村（都道府県）の高齢者対象のフレイル予防事業としてＦＴ・ＦＳ養成⇒ＦＣ実施

【財団本部＋協議会＋ＡＤ】
・フレイル予防啓発活動（協議会主体）
・ＦＴ＆ＦＳ活動（ＡＤ主体）
・資材供給・データ電子化受託事業（本部）

連携



【参考資料】フレイルチェックニュースレターNo.6 特集号 ２０２１．５
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【参考資料】新しいマニュアルの発行（東大ＩＯＧ） ２０２１．７
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【資料：東大IOGのHPよりダインロード可能】
(WWW.iog.u-tokyo.ac.jp/)

①個人使用
・印刷・配布・SNS等での発信は自由に行う
ことが可能

①自治体・団体・企業などの使用
・簡単な【マニュアル使用申請書】に必要事
項を記入して下記に申請する。
(info.frail@iog.u-tokyo.ac.jp) 

http://www.iog.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2021/07/5621deba8a18b839c7a4321764bb05e8.png
mailto:info.frail@iog.u-tokyo.ac.jp


主要事業【１００歳大学普及事業】

（１）１００歳大学の概要

①國松副理事長の発案・提唱

・元滋賀県知事（２期）

・現在の健康福祉総研理事長

②滋賀県栗東市（２０１５年）、湖南市（２０１７年）で開始

甲賀市、野洲市、守山市（２０２１年）開講予定

③各自治体から運営全般を自治体より受託する方式

・自治体⇒健康福祉総研⇒ＮＰＯ滋賀健生協議会（運営）

④修了生⇒地域活動のリーダー、滋賀健生ＡＤとして活動

⑤國松副理事長 全国各地で講演、メディア寄稿多数

（２）全国協議会で地元自治体への普及活動推進

①１００歳大学普及の手引き（右写真） 協議会で勉強会

②２０１９年滋賀県ＡＤ全国大会にて特別シンポジュウム開催

③複数の協議会が取組み中（後述）
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普及の手引き表紙

【１００歳大学普及勉強会計画案（國松副理事長）】
・全国ＡＤを主な対象にオンライン勉強会を実施
・今年１２月中旬に第１回を計画中（近日中に公表）

・



１００歳大学普及事業 全国協議会推進状況（2021.9）＊詳細 いきがい１５１号
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都道府県 健生協議会 推進状況 備考

滋賀県 健康福祉総研
一般社団法人
滋賀健生協議会

國松理事長（全国普及・啓発活動）
Ｒ３年：栗東市、湖南市、甲賀市に加えて
野洲市、守山市が新規講座開始予定
宮川理事長（各協議会への指導・講義等）

【発祥の地】
１００歳条例

財団事務局連携

和歌山県 和歌山健生協議会
（市野代表）

和歌山市 Ｒ３年予算化⇒Ｒ４年へ延期
健生協議会 プレ１００歳大学実施

開校２番目の県
を目指す

三重県 三重健生協議会
（花井さん）

鈴鹿市、津市で計画を推進中 商工会議所連携

新潟県 長岡健生創生NW
（江口副理事長）
ＮＰＯ新潟健生
（池田理事長）

準備委員会発足（市議含む）Ｒ３年度に
プレ１００歳大学・ＡＤ養成講座実施

Ｒ３年２月研修会（宮川理事長講義）

長岡老人大学と
の連携事業

神奈川県 一般社団法人
神奈川健生協議会
（三浦会長）

横浜市（旭区）カリキュラム素案を提出
健生ＰＪチーム＋財団大和事務局長連携
Ｒ３年９月さわやか福祉財団セミナー

首都圏での初の
開校を目指す
参加検討中

北海道 一般社団法人
健生北海道
（渡邊代表）

Ｒ２年１０月千歳市、室蘭市にて國松理事
長講演会実施
地元企業とのコラボ形式での推進を目指す

いきがい149号

他組織との連携
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いきがい１５０号（2021.4）



おわりに
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“新しい高齢社会創造”
への挑戦

（Productive aging）
【高齢者（ＡＤ）が主人公となって地域で活
躍する豊かで生き生きした高齢社会の創造
を目指そう】

故ロバート・バトラー博士（米国）

ご清聴ありがとうございました

人生１００年時代
新たな健康生きがいづくり活動への挑戦

（いきがい１５２号巻頭言抜粋）

今年財団は設立３０年を迎えます。

これまで６，０００名のアドバイザーが
誕生し、全国各地で健康生きがいづく
りの伝道師として多様な地域貢献活
動に携わり、新たな社会関係資本の
構築に貢献してきました。これからも、
現在の活動を基軸に地域でのSDGｓ、

デジタル化、自然災害防止といった新
しい課題にも果敢に取り組み、全ての
世代が“健康で幸福な生きがいのあ
る人生を送れる社会”を築いていくこと
が大切と考えます。一人一人のいの
ち輝く未来の創造を目指して、アドバ
イザーの英知とパワーを結集し、新た
な気持ちで健康生きがいづくり活動に
取り組みましょう。


